





































松 田　 梨 奈
　グローバル化が進み、外国人の存在が身近に
なり、相互理解においては「相手と同じ目線で
考える」「相手の立場に立ってみる」ことが大切
なことだと考えます。しかし、相手の「目線・
立場」を本当に理解していなければ、交流は進
みません。日本人にとっての当たり前、外国人
児童生徒にとっての当たり前、教師にとっての、
私たち学生にとっての…それぞれの当たり前は
違うのだと私は考えます。
　私は、ＨＡＮＤＳプロジェクトに参加し、昨
年の５月から矢板市立片岡小学校で、小学校５
年生の男児とその妹の小学校１年生の女児の支
援をしています。兄はかけ算・割り算が苦手の
ようで手こずっています。言語面では特に問題
がないように見えますが、先生から受けている
注意やノートのとり方などから、きちんと理解
していない部分があるように感じました。妹は、
学校に入学したばかりということもあり、初め
はひと言も言葉を発しませんでした。だんだん
慣れてきて私に笑顔を見せるようになり、問い
かけに応じるようになりました。沈黙期を経て、
言葉数が増えていきましたが、友だち、先生か
らの問いかけには口をつぐんでしまう状態でし
た。半年ほど経った頃、ある日突然、家族のこ
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　私は、昨年５月から週に一度、矢板市立片岡
小学校でペルー出身の姉妹（１，３年生）の学習
支援をしています。主に国語と算数の授業に入
り込み、日本語とスペイン語の両方をつかいな
がら教えています。また、１年生の妹さんは日
本語での学習が不自由なため、たまには取り出
し授業で個別に日本語の読み書きを教えること
もあります。
　活動をして一番悩んだのは、支援の対象では
ない周りの子どもたちに私自身の存在をどう理
解してもらえるかということでした。私が初め
て小学校の教室に入った時、周りの子どもたち
から「どうしてずっと○○さんの傍にいるの？」
「○○さんにだけ問題の答えを教えているんです
か？」と言われて戸惑いました。ボランティア
として来ている自分の存在をどう説明したら分
かってもらえるのか、活動を始めてからしばら
く悩んでいました。ＨＡＮＤＳプロジェクトに
携わる大学の先生方、現場である小学校の先生
方、ボランティアとして派遣される私たち学生
ボランティア、支援の対象である子どもたちは、
このボランティア活動に対する理解があります
が、支援の対象の子どもたちと一緒に学ぶ「周
りの子どもたち」には理解が及んでいないと感
じました。このボランティア活動をより良いも
のにしていくためには、支援の対象である子ど
もが必要としている助けに応えるのは勿論のこ
と、どうしたらボランティアの存在を周りの子
どもたちに理解してもらえるかを考えることも
大切なのだと思います。
とについて話してくれました。そして、「前より
もたくさん話すようになったって先生に言われ
た」と嬉しそうに報告してくれました。今では
他の友だちとも楽しそうにしている様子がうか
がわれ、とても安心しています。
　この活動を通して、子どもと交流することの
嬉しさや児童への対応に課題点があるものの自
分の力ではどうにもできないもどかしさ、現場
の先生方の苦労などを感じました。今後、外国
人児童生徒の未来を見据えて現場に関われるよ
うになりたいと思います。
